
竹
久
夢
二
と
彦
乃
別
府
療
養
の
地

久
」
に
改
め
ら
れ
た
と
い
う
。

　
現
在
、
生
家
は
「
夢
二
郷
土
美
術
館
分
館
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
四
月
、
茂
次
郎
一
六
歳
、
神
戸
中
学
校

に
入
学
。
一
二
月
、
家
事
都
合
に
よ
り
中
退
し
て
帰
郷
す
る
。
翌
明
治

三
三
年
二
月
、
茂
次
郎
一
七
歳
、
一
家
で
福
岡
県
遠
賀
郡
八
幡
村
大
字

枝
光
へ
転
居
す
る
。
父
は
八
幡
製
鉄
所
の
建
設
現
場
で
働
き
、
夢
二
も

製
図
工
と
し
て
働
い
た
。
八
幡
製
鉄
所
が
操
業
を
開
始
し
た
明
治
三
四

年
七
月
、
茂
次
郎
、
一
八
歳
は
家
出
し
て
上
京
し
、
苦
学
す
る
。

　
翌
明
治
三
五
年
九
月
、
茂
次
郎
フ
几
歳
、
早
稲
田
実
業
学
校
に
入
学

し
た
。

　
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
、
茂
次
郎
二
二
歳
、
「
中
学
世
界
」
に
コ

マ
絵
「
筒
井
筒
」
が
一
等
入
選
し
、
初
め
て
「
夢
二
」
と
署
名
す
る
。

夢
二
は
本
名
の
茂
次
郎
が
「
モ
ー
ー
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
好
き
で
な

か
っ
た
ら
し
い
。
早
稲
田
実
業
学
校
専
攻
科
を
中
退
す
る
。

二
　
正
妻
た
ま
き

　
茂
次
郎
（
夢
二
）
は
生
活
の
た
め
に
絵
ハ
ガ
キ
制
作
を
始
め
る
。
夢

二
が
二
三
歳
の
と
き
、
早
稲
田
鶴
巻
町
で
絵
ハ
ガ
キ
店
を
開
い
た
未
亡

人
、
岸
た
ま
き
（
他
万
喜
、
当
時
二
四
歳
）
と
出
会
い
、
翌
年
、
明
治

四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
　
一
月
に
二
人
が
結
ば
れ
る
。

一
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嗣
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竹
久
夢
二
は
明
治
一
七
年
生
ま
れ
、
昭
和
九
年
に
死
去
す
る
。
岡
山

県
生
ま
れ
。
早
稲
田
実
業
の
出
身
。
画
壇
に
交
わ
る
こ
ど
は
な
か
っ
た

が
、
「
夢
二
式
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
美
人
画
で
世
の
喝
采
を
浴
び
た
。

千
点
以
上
に
及
ぶ
肉
筆
画
と
と
も
に
、
「
ど
ん
た
く
」
等
の
絵
入
り
詩

集
が
あ
る
。
本
の
装
丁
、
楽
譜
の
表
紙
、
絵
は
が
き
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
、

様
々
な
形
で
デ
ザ
イ
ン
の
才
を
発
揮
し
た
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。

一
　
夢
二
の
生
い
立
ち

　
竹
下
夢
二
は
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
九
月
一
六
日
、
岡
山
県
邑
久

郡
本
庄
村
に
生
ま
れ
る
。
本
名
は
茂
次
郎
。
父
・
菊
蔵
（
三
二
歳
）
は
造

り
酒
屋
を
営
む
。
母
は
也
須
能
（
や
す
の
、
二
八
歳
）
。
次
男
と
し
て
生

ま
れ
る
が
、
兄
が
前
年
に
亡
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
事
実
上
の
長
男
と
し

て
育
て
ら
れ
る
。
六
歳
年
上
の
姉
・
松
香
と
六
歳
年
下
の
妹
・
栄
が
い
た
。

　
名
字
の
「
竹
久
」
は
、
以
前
「
武
久
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
「
竹



　
岸
た
ま
き
は
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
七
月
二
八
日
、
石
川
県
金

沢
の
生
ま
れ
。
日
本
画
家
の
堀
内
喜
一
と
結
婚
す
る
が
、
夫
が
三
三
歳

で
急
死
し
た
た
め
、
東
京
で
絵
は
が
き
屋
「
つ
る
や
」
を
開
く
。
開
店

後
ま
も
な
く
夢
二
と
出
会
い
、
一
年
後
の
明
治
四
〇
年
一
月
に
結
婚
、

眼
の
大
き
な
女
性
で
、
夢
二
式
美
人
画
の
原
型
と
な
っ
た
女
性
で
あ
る
。

夢
二
が
正
式
に
結
婚
し
た
の
は
彼
女
だ
け
で
あ
る
。
前
夫
と
の
間
に
二

見
が
あ
っ
た
。

　
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
二
月
、
夢
二
と
た
ま
き
に
長
男
虹
之
介

が
生
ま
れ
た
。
翌
年
の
明
治
四
二
年
五
月
、
夢
二
が
た
ま
き
と
協
議
離

婚
す
る
。

　
明
治
四
二
年
、
最
初
の
著
作
「
夢
二
画
集
　
春
の
巻
」
を
刊
行
す
る
。

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ー
と
な
り
、
夢
二
の
抒
情
画
は
人
気
を
博
す
。
生
涯
に
画

集
、
詩
集
、
小
説
等
六
〇
の
著
作
が
あ
る
。

　
明
治
四
三
年
一

月
、
再
び
た
ま
き

と
同
居
す
る
。

　
明
治
四
四
年
五

月
、
次
男
不
二
彦

が
生
ま
れ
た
。

　
大
正
二
年

宵待草、セノオ楽譜

（
一
九
一
三
）
　
一
一
月
、
絵
入
り
少
年
詩
集
「
ど
ん
た
く
」
を
刊
行
し
、

「
宵
待
草
」
を
現
在
の
詩
形
で
発
表
す
る
。
「
ど
ん
た
く
」
と
は
日
曜
日

や
休
日
、
休
業
を
表
す
言
葉
で
あ
り
、
「
博
多
ど
ん
た
く
」
が
有
名
で

あ
る
。

待
て
ど
　
暮
ら
せ
ど
　
来
ぬ
人
を

宵
待
草
の
　
や
る
せ
な
さ

今
宵
は
月
も
出
ぬ
そ
う
な

　
夢
二
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
、
た
ま
き
と
画
学
生
東
郷
鉄

春
（
後
の
東
郷
青
児
）
と
の
仲
を
疑
い
、
富
山
県
の
海
岸
で
夢
二
が

た
ま
き
の
腕
を
刺
す
こ
と
に
よ
っ
て
破
局
を
迎
え
た
。
の
ち
、
岸
た
ま

き
が
昭
和
二
〇
弗
（
一
九
四
五
）
七
月
九
日
に
死
去
す
る
。
享
年
六
四
歳
。

　
現
在
、
別
府
市
鉄
輪
御
幸
の
「
鬼
山
ホ
テ
ル
」
の
一
階
ロ
ビ
ー
に
別

府
の
山
並
み
と
女
性
を
描
い
た
東
郷
青
児
の
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
大
正
五
年
（
一
九
ヱ
ハ
）
二
月
、
三
男
草
一
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
セ
ノ
オ
楽
譜
は
作
曲
や
訳
詩
で
西
洋
音
楽
の
復
旧
に
努
め
た
妹
尾
幸

陽
が
大
正
五
年
か
ら
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
・
に
か
け
て
国
内
外
の
名

曲
を
集
め
出
版
し
た
ス
‥
）
○
一
曲
に
及
ぶ
楽
譜
集
で
あ
る
。
夢
二
は
そ

の
う
ち
二
七
〇
点
あ
ま
り
の
表
紙
絵
を
手
が
け
た
。
「
お
江
戸
日
本
橋
」
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を
手
始
め
に
、
夢
二
作
詩
の
「
宵
待
草
」
や
、
「
埴
生
の
宿
」
、
「
君
よ

知
る
や
南
の
国
」
な
ど
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
夢
二
は
柳
原
白
蓮
（
本
名
輝
子
）
の
詩
集
、
大
正
四
年
三
月
刊
行
の

第
一
歌
集
「
踏
絵
」
及
び
大
正
八
年
三
月
刊
行
の
「
幻
の
華
」
の
装
丁

を
担
当
し
て
い
る
。

　
白
蓮
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の
暮
か
ら
大
正
一
〇
年
二
九
二
こ

の
Ｉ
〇
月
迄
、
別
府
の
伊
藤
別
荘
（
の
ち
の
赤
銅
御
殿
）
に
住
ん
で
い
た
。

　
竹
久
ミ
ナ
ミ
さ
ん
は
長
男
・
虹
之
介
の
娘
。
都
さ
ん
は
次
男
・
不
二

彦
の
妻
に
あ
た
る
。

三
　
笠
井
彦
乃

　
笠
井
彦
乃
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
三
月
二
九
日
生
ま
れ
、
紙

問
屋
の
長
女
と
し
て
東
京
日
本
橋
に
生
ま
れ
る
。

港屋絵草紙店

　
大
正
三
年
、
夢

二
、
三
一
歳
。
東
京

日
本
橋
呉
服
町
に
夢

言
ア
ザ
イ
ン
の
千
代

紙
や
和
装
小
物
を
商

う
「
港
屋
」
を
開
店
。

一
〇
月
、
こ
の
頃
、

夢
二
が
笠
井
彦
乃

と
出
会
い
、
恋
に
落

ち
る
。
当
時
、
彦
乃

は
一
八
歳
。

　
彦
乃
は
夢
二
と

の
交
際
を
激
し
く

竹久夢二と笠井彦乃

父
に
反
対
さ
れ
る
が
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
六
月
、
京
都
に
お
い

て
、
二
人
は
幸
せ
な
時
期
を
過
ご
す
。
翌
大
正
七
年
八
月
か
ら
九
月
、

夢
二
（
三
五
歳
）
は
二
男
不
二
彦
を
伴
い
、
九
州
、
長
崎
へ
の
旅
行
の
際
、

後
を
追
っ
て
き
た
彦
乃
（
二
三
歳
）
と
別
府
流
川
の
日
名
子
旅
館
に
滞

在
し
た
。
夢
二
は
病
気
の
彦
乃
を
預
け
、
長
崎
の
永
見
徳
太
郎
を
訪
ね

て
出
発
し
た
。
長
崎
旅
行
の
帰
途
、
別
府
の
千
代
町
に
あ
っ
た
中
田
産

婦
人
科
医
院
で
肺
結
核
の
療
養
を
し
て
い
た
彦
乃
を
看
病
す
る
。
し
か

し
、
彦
乃
は
父
親
に
東
京
へ
連
れ
戻
さ
れ
、
お
茶
の
水
順
天
堂
医
院
に

入
院
し
た
。
彦
乃
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
　
一
月
一
六
日
、
二
五
歳

の
若
さ
で
死
去
す
る
。
夢
二
、
三
七
歳
、
一
一
歳
年
下
で
あ
っ
た
彼
女

こ
そ
、
夢
二
が
そ
の
生
涯
で
最
も
愛
し
た
女
性
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
夢
二
は
彦
乃
が
別
府
で
入
院
し
た
た
め
、
長
崎
で
の
滞
在
を
早
め
て

別
府
に
戻
り
彦
乃
を
看
病
し
た
。
そ
の
際
、
別
府
で
個
展
を
開
い
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
現
在
、
別
府
や
大
分
に
夢
二
の
い
く
つ
か
の
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作
品
が
愛
好
家
に
よ
っ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
夢
二
は
二
年
後
の
大
正
九
年
に
作
品
「
長
崎
十
二
景
」
を
発

表
し
て
い
る
。

　
夢
二
の
自
伝
小
説
「
出
版
」
に
は
、
彦
乃
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
登
場

し
て
い
る
。
ま
た
、
夢
二
の
代
表
的
な
挿
絵
入
り
歌
集
「
山
へ
よ
す
る
」

の
中
に
は
、
別
府
に
お
け
る
彦
乃
を
詠
ん
だ
ら
し
い
も
の
が
幾
首
か
み

ら
れ
る
。
夢
二
は
彦
乃
の
こ
と
を
「
山
路
し
の
」
か
ら
「
し
の
」
又
は
「
山
」

と
い
い
、
自
分
の
こ
と
を
「
川
」
と
い
う
符
丁
で
手
紙
を
交
わ
し
て
い
た
。

「
摩
詞
不
思
議
　
噂
の
生
み
し
　
我
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
魔
性
の
女
　
い
く
た
り
か
す
む

そ
の
か
み
の
　
少
女
の
ご
と
き
　
は
じ
ら
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
見
ざ
れ
ば
　
眼
に
見
す
る
ひ
と

旅
の
夜
に
　
水
を
わ
る
と
　
吾
が
あ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
遠
方
に
し
て
　
船
の
笛
鳴
る

つ
つ
ま
し
く
　
か
し
こ
き
命
　
い
た
は
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
好
き
日
見
む
と
　
手
を
と
り
て
泣
く
」

　
中
田
産
婦
人
科
医
院
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
開
業
。
院
長
の

中
田
善
之
介
は
、
東
大
出
の
名
医
と
し
て
知
ら
れ
た
。
善
之
介
は
弧
川

と
い
う
俳
号
を
も
つ
俳
人
で
も
あ
っ
た
。
医
院
は
洋
風
の
木
造
二
階
建

て
、
戦
後
、
吉
井
医
院
と
な
っ
た
が
、
老
朽
化
が
激
し
く
、
平
成
四
年

二
九
九
二
）
夏
、
人
手
に
渡
り
解
体
さ
れ
、
現
在
は
駐
車
場
と
な
っ

て
い
る
。

　
そ
の
跡
地
に
は
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
三
月
、
当
時
末
広
郵
便

局
長
で
あ
っ
た
河
村
建
一
氏
に
よ
っ
て
「
竹
久
夢
二
、
彦
乃
療
養
の
跡
」

の
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

四
　
佐
々
木
お
葉

　
お
葉
は
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
三
月
一
一
日
に
生
ま
れ
た
。
本

名
は
佐
々
木
カ
ネ
ヨ
（
力
子
ヨ
）
。
お
葉
は
夢
二
が
つ
け
た
呼
び
名
で

あ
る
。
秋
田
県
生
ま
れ
。
一
二
歳
の
頃
か
ら
画
家
の
モ
デ
ル
を
始
め
る
。

東
京
美
術
学
校
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
後
に
藤
島
武
二
や
伊
藤
晴
雨
の

モ
デ
ル
も
つ
と
め
る
よ
う
に
な
る
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
、
夢
二

と
出
会
う
。
ヱ
ハ
歳
の
モ
デ
ル
お
葉
を
友
人
が
夢
二
の
処
へ
連
れ
て
き

た
と
い
う
。
大
正
一
〇
年
七
月
、
夢
二
は
モ
デ
ル
の
お
葉
と
渋
谷
に
所

帯
を
も
つ
。
代
表
作
、
猫
を
抱
い
た
「
黒
船
屋
」
を
始
め
、
夢
二
式
美

人
の
源
泉
と
な
っ
た
。
「
黒
船
屋
」
は
お
葉
を
モ
デ
ル
に
描
か
れ
た
も
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の
で
あ
る
。
ま
た
、
夢

二
は
別
れ
た
妻
、
た
ま

き
（
他
万
喜
）
に
開
か
‘

せ
た
店
「
港
屋
」
の
こ

と
を
「
黒
船
屋
」
と
記

し
て
い
る
の
で
、
「
黒

船
屋
」
に
描
か
れ
た
女

性
は
他
万
喜
の
イ
メ
ー

ジ
を
も
つ
可
能
性
も
あ
る
。

竹久夢二と佐々木お葉

　
夢
二
が
お
葉
と
は
一
元
を
も
う
け
る
が
、
夭
折
す
る
。
大
正
一
四
年

に
お
葉
は
自
殺
を
図
り
、
半
年
後
に
夢
二
と
別
離
す
る
。
晩
年
は
医
師

と
結
婚
し
、
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
　
バ
‥
）
月
二
四
日
に
死
去
し
た
。

享
年
七
七
歳
。

　
大
正
八
年
、
飯
島
と
い
う
掛
け
軸
の
表
具
師
が
夢
二
を
訪
ね
て
き
た
。

飯
島
は
夢
二
の
作
品
「
黒
船
屋
」
を
自
分
の
恋
人
と
呼
び
、
終
生
手
放

さ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
九
〇
歳
を
越
え
る
ま
で
、
現
役
の
表
具
師
の
仕

事
を
ま
っ
と
う
し
た
。

　
現
在
、
「
黒
船
屋
」
の
所
蔵
先
は
、
「
竹
久
夢
二
伊
香
保
記
念
館
」
（
群

馬
県
北
群
馬
郡
伊
香
保
町
）
で
あ
る
。

　
夢
二
は
、
大
正
九
年
に
絹
本
着
色
「
逢
状
」
を
発
表
す
る
。
逢
状
と
は
、

客
か
ら
な
じ
み
の
芸
者
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
呼
び
出
し
状
の
こ
と
を

い
う
。
こ
の
絵
も
岡
山
の
「
夢
二
郷
土
美
術
館
」
の
所
蔵
品
で
あ
る
。

五
　
晩
年
の
夢
二

　
大
正
二
一
年
（
一
九
二
三
）
夢
二
、
四
〇
歳
、
楽
し
い
挿
絵
の
み
で
、

ま
っ
た
く
文
章
を
伴
わ
な
い
「
ど
ん
た
く
絵
本
」
を
発
行
し
て
い
る
。

夢
二
は
友
人
の
忌
地
孝
四
郎
ら
と
、
ポ
ス
タ
ー
・
広
告
・
看
板
な
ど
デ

ザ
イ
ン
全
般
を
請
け
負
う
工
房
「
ど
ん
た
く
図
案
社
」
の
計
画
を
立
ち

上
げ
、
実
現
寸
前
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
が
関
東
大
震
災
（
大
正
二
一
年
九

月
一
目
）
に
よ
っ
て
あ
え
な
く
挫
折
し
た
。

　
翌
大
正
二
二
年
、
夢
二
、
四
一
歳
、
「
婦
人
グ
ラ
フ
」
に
表
紙
や
口
絵

の
掲
載
を
は
じ
め
る
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
ま
で
続
く
。
当
時
の

夢
二
人
気
に
あ
や
か
っ
て
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。

　
同
年
コ
ー
月
、
松
沢
村
（
現
在
の
東
京
都
世
田
谷
区
松
原
）
に
ア
ト

リ
エ
付
き
新
居
「
少
年
山
荘
」
が
完
成
し
、
転
居
す
る
。

　
昭
和
六
年
（
一
九
三
回
、
夢
二
、
四
八
歳
、
榛
名
山
美
術
研
究
所
建

設
（
群
馬
県
北
群
馬
郡
伊
香
保
町
）
の
準
備
を
進
め
る
。
ま
た
、
外
遊

を
決
意
す
る
。
二
月
、
夢
二
の
父
菊
蔵
が
、
妹
日
下
栄
宅
で
死
去
し
た
。

　
夢
二
は
「
川
」
、
彦
乃
は
「
山
」
と
い
う
符
牒
で
お
互
い
を
呼
び
合
っ

て
い
た
。
同
年
三
月
、
夢
二
が
新
宿
三
越
で
「
渡
米
告
別
展
」
を
開
催
。
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二
曲
一
隻
、
紙
本
着
色
「
遠
山
に
寄
す
」
を
出
品
す
る
。
絵
の
中
の
男

女
二
人
は
立
ち
姿
で
寄
り
添
っ
て
い
る
が
、
男
は
彦
乃
を
表
し
て
い
る

遠
山
を
、
女
は
夢
二
を
表
し
て
い
る
川
を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
方
向
を
眺

め
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
絵
は
岡
山
の
「
夢
二
郷
土
美
術
館
」
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

　
同
年
五
月
、
夢
二
が
ア
メ
リ
カ
に
向
か
う
。
榛
名
山
美
術
研
究
所
も

建
設
趣
意
書
ま
で
書
い
た
が
、
夢
二
自
身
の
外
遊
と
病
気
に
よ
り
未
完

に
終
わ
っ
た
。

　
こ
の
年
、
「
立
田
姫
」
が
描
か
れ
る
。
二
曲
一
隻
、
紙
本
着
色
。
こ

の
絵
は
現
在
、
岡
山
の
「
夢
二
郷
土
美
術
館
」
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
小
学
館
ウ
ィ
ク
リ
ー
、
週
刊
「
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
、
Ｎ
０
８
、
竹

久
夢
二
」
の
記
事
を
引
用
さ
せ
て
も
ら
う
と
、
『
立
田
姫
と
は
農
作
物

の
豊
作
を
つ
か
さ
ど
る
秋
の
女
神
。
自
筆
の
画
賛
は
、
「
昨
年
は
米
が

高
く
常
食
に
も
事
欠
い
た
が
、
今
年
は
米
が
や
す
く
、
ど
の
み
ち
農
民

は
苦
し
む
」
と
い
う
意
味
の
中
国
の
詩
人
杜
甫
の
漢
詩
の
一
節
。
首
を

て
ハ
○
度
ひ
ね
っ
て
顔
を
こ
ち
ら
へ
向
け
る
奇
妙
な
頭
部
と
い
い
、
ま

る
で
実
態
を
欠
い
た
左
腕
の
描
写
と
い
い
、
夢
二
の
人
体
表
現
は
あ
ま

り
に
も
大
胆
だ
。
最
晩
年
の
彼
は
こ
の
女
神
像
を
表
し
て
、
「
自
分
の

生
涯
に
お
け
る
総
く
く
り
の
女
、
ミ
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
語
っ
た
と
い

う
』
。

　
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
九
月
、
夢
二
、
四
九
歳
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ヘ
渡
る
。
ヨ
ー
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
歩
く
。
翌
八
年
九
月
一
八
日
、

靖
国
丸
で
神
戸
に
帰
着
。
同
年
一
一
月
、
台
湾
に
行
く
が
、
体
調
を
悪

化
さ
せ
帰
国
し
、
病
臥
す
る
。
病
気
は
彦
乃
と
同
じ
く
肺
結
核
と
い
う
。

　
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
九
月
一
日
、
長
野
県
の
富
士
見
高
原
療
養

所
で
夢
二
が
「
あ
り
が
と
う
」
を
最
後
の
言
葉
に
永
眠
す
る
。
享
年

五
一
歳
。

　
夢
二
が
死
ぬ
ま
で
は
ず
す
こ
と
の
な
か
っ
た
指
輪
に
、
名
前
を
刻
ん

で
い
た
の
は
「
し
の
」
（
彦
乃
の
愛
称
）
で
あ
っ
た
。

　
夢
二
は
東
京
雑
司
ヶ
谷
（
東
京
都
豊
島
区
雑
司
が
谷
）
墓
地
に
埋
葬

さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
有
島
生
馬
の
筆
に
な
る
「
竹
久
夢
二
を
埋
む
」
の

碑
が
建
て
ら
れ
る
。
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
豊
島
区
史
跡
に
指
定

さ
れ
た
。
　
　
‘

六
　
竹
久
夢
二
美
術
館

　
「
夢
二
郷
土
美
術
館
」

　
岡
山
市
の
後
楽
園
の
近
く
に
建
築
さ
れ
て
い
る
。
　
昭
和
五
九
年

（
一
九
八
四
）
に
開
館
さ
れ
た
美
術
館
で
あ
る
。

　
所
蔵
作
品
は
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「
秋
の
い
こ
い
」
（
大
正
九
年
、
昭
和
初
期
、
二
曲
一
双
、
絹
本
着
色
）
、

「
生
け
る
屍
」
（
大
正
中
期
、
絹
本
着
色
）

そ
の
他
木
版
画
・
挿
絵
・
楽
譜
や
書
籍
の
装
丁
な
ど
、
写
真
資
料
も
豊
富
。

あ
ひ
じ
ょ
う
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
゛

「
逢
状
」
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
絹
本
着
色
。
岡
山
、
「
夢
二
郷
土
美

術
館
」
。

「
立
田
姫
」
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
二
曲
一
双
、
紙
本
着
色
。

「
遠
山
に
寄
す
」
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
、
二
曲
一
双
、
紙
本
着
色
。

立田姫

遠山に寄す

　
夢
二
の
ア
ト
リ
エ
付
き
住
宅
「
少
年
山
荘
」

　
岡
山
の
夢
二
生
家
の
そ
ば
に
あ
る
。
こ
れ
は
東
京
の
世
田
谷
区
か
ら

生
誕
九
五
年
（
昭
和
五
〇
年
、
一
九
七
五
年
）
を
記
念
し
て
こ
の
地
に

移
設
、
復
元
さ
れ
た
も
の
。
か
つ
て
夢
二
が
、
お
葉
と
暮
ら
し
た
家
で

あ
る
。

　
「
竹
久
夢
二
美
術
館
」

　
東
京
都
文
京
区
弥
生
に
あ
る
。

所
蔵
作
品
、

肉
筆
画
「
稲
荷
山
」
、

屏
風
「
こ
の
夜
ご
ろ
」
、

版
画
、
デ
ッ
サ
ン
、
装
丁
木
な
ど
。

「
宵
待
草
」
セ
ノ
オ
楽
譜
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
、
第
六
版
、
石
版
画
。

「
竹
久
夢
生
展
覧
会
」
ポ
ス
タ
ー
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
木
版
。

「
水
竹
居
」
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
紙
木
着
色
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行

中
に
ベ
ル
リ
ン
で
描
か
れ
た
も
の
。

「
海
辺
の
別
れ
」
、
セ
ノ
オ
楽
譜
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
、
石
販
。

「
得
度
の
日
」
「
桜
さ
く
国
　
紅
桃
の
巻
」
口
絵
、
木
版
。

「
山
へ
よ
す
る
、
表
紙
、
大
正
八
年
（
一
九
二
八
）
」
、
木
版
。

「
雛
に
よ
す
る
展
覧
会
」
、
ポ
ス
タ
ー
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
、
木
版
。

　
写
真
「
岸
　
他
万
喜
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
頃
」

　
　
　
　
「
夢
二
と
彦
乃
」
　
湯
湧
温
泉
（
石
川
）
に
て
、
大
正
六
年

　
　
　
　
二
九
一
七
）

　
　
　
　
「
笠
井
彦
乃
」
、
京
都
東
山
病
院
に
て
、
大
正
七
年

　
　
　
　
「
お
葉
（
佐
々
木
カ
子
ヨ
）
」
、
東
京
本
郷
喜
久
藤
ホ
テ
ル
に
て
、

　
　
　
　
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
代
初
め
。

一
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河
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
長
崎
十
二
景
」
一
。
眼
鏡
橋
、
二
。
阿
片
窟
。
三
。
青
い
酒
。
四
。

浦
上
天
主
堂
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
、
水
彩
。

「
切
支
丹
波
天
運
渡
来
之
図
」
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
絹
本
着
色
。

「
青
春
譜
」
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
油
彩
。

「
旅
」
、
昭
和
六
年
、
二
曲
一
双
、
紙
本
着
色
、
パ
ス
テ
ル
。

　
「
竹
久
夢
二
伊
香
保
記
念
館
」

　
群
馬
県
北
群
馬
郡
伊
香
保
町
に
あ
る
。

所
蔵
作
品

「
黒
船
屋
」
大
正
八
年
（
一
九
万
几
）
、
絹
本
着
色
。

「
榛
名
山
賊
」
「
青
山
河
」
な
ど
の
夢
二
作
品
の
ほ
か
、
大
正
期
の
人
形
。

「
破
れ
た
水
車
と
破
れ
た
心
」
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
、
水
彩
。

黒船屋

　
「
日
光
竹
久
夢
二
美
術
館
」

場
所
、
栃
木
県
日
光
市
柄
倉
。

肉
筆
画
、
約
七
〇
点
、
版
画
、
約
六
〇
点
。

平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
　
一
〇
月
一
〇
日
、
オ
ー
プ
ン
。

　
「
宮
城
県
美
術
館
」

場
所
、
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
。

所
蔵
品
、
「
港
屋
絵
草
紙
店
」
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
、
多
色
木
版
。

　
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
夢
二
山
荘
」

　
最
近
、
大
分
県
由
布
市
湯
布
院
町
川
上
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
夢
二
の

作
品
を
販
売
し
て
い
る
。

七
　
追
　
記

　
別
府
市
在
住
の
河
村
建
一
氏
は
夢
二
が
大
正
七
年
頃
に
別
府
で
描
い

た
「
旅
愁
」
の
絵
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
は
別
府
、
大
分
が
背

景
で
あ
る
が
、
画
面
に
描
か
れ
て
い
る
人
形
遣
い
は
当
時
、
長
崎
の
名

物
で
あ
っ
た
。
夢
二
は
そ
の
長
崎
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
別
府
で
描
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
絵
の
実
物
は
現
在
、
大
分
県
立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て

い
る
。
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平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）
、
大
分
合
同
新
聞
社
か
ら
「
竹
久
夢

二
の
画
集
」
が
発
行
さ
れ
た
。

旅愁

　
小
学
館
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ブ
ッ
ク
「
竹
久
夢
二
と
大
迫
ロ
マ
ン
」
週
刊

「
目
本
の
美
を
め
ぐ
る
」
に
よ
れ
ば
『
夢
二
の
作
品
は
保
存
状
態
や
絵

の
人
気
に
よ
っ
て
価
格
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
最
低
で
も
五
万
円
以
上
で

取
引
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
雑
誌
全
体
が
き
れ
い
に
残
っ
て
い
る
場
合

は
、
十
万
円
を
下
る
こ
と
は
な
い
。
夢
二
人
気
は
、
今
も
健
在
で
あ
る
』

と
記
さ
れ
て
い
る
。

八
　
謝
　
辞

　
取
材
に
際
し
別
府
市
末
広
町
在
住
の
河
村
建
一
氏
、
同
南
町
在
住
の

秋
吉
牧
氏
、
同
大
畑
在
住
の
川
田
康
氏
、
茨
城
県
日
立
市
在
住
の
森

誠
造
氏
の
方
々
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
上
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

引
用
参
考
資
料

「
別
府
市
誌
」
　
別
府
市
　
昭
和
六
〇
年
三
月
発
行

別
府
歴
史
散
歩
　
「
泉
都
有
情
」
　
西
日
本
新
聞
社
　
平
成
五
年
七
月

「
別
府
史
談
」
第
二
」
）
号
　
平
成
八
年
　
「
別
府
を
訪
れ
た
文
化
人
た
ち
」

　
大
塚
俊
英
着

「
竹
久
夢
二
と
大
正
ロ
マ
ン
」
　
週
刊
「
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
」
小
学
館

　
平
成
一
四
年
六
月

「
虚
子
庵
椿
　
別
府
の
俳
人
　
秋
吉
良
聞
と
方
子
」
秋
吉
敗
着
　
平
成

Ｔ
丑
年
九
月

「
要
説
・
竹
久
夢
二
　
そ
の
Ｉ
　
早
年
期
の
人
物
像
」
　
茨
城
文
学
三
五

　
平
成
二
〇
年
　
森
誠
造
着
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